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は
じ
め
に

筆
者
は
か
つ
て
、
文
久
元
年
〈
一
八
六
一
〉
か
ら
二
年
に
か
け
て
幕
府
が
実
施
し
た

小
笠
原
島
探
検
を
機
に
同
島
の
景
観
を
描
い
た
「
小
笠
原
島
真
景
図
」（
国
立
国
会
図

書
館
蔵
、
以
下
「
真
景
図
」
と
略
す
）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
実
景
描
写
に
つ
い
て
検
討

を
試
み
た
。
す
な
わ
ち
、
巡
見
に
随
行
し
た
大
垣
藩
医
兼
蕃
書
調
所
絵
図
調
出
役
の
宮

本
元
道
（
文
政
八
〈
一
八
二
四
〉
〜
？
）
の
作
と
し
て
伝
わ
る
本
作
品
に
は
、
同
島
の

日
本
帰
属
と
い
う
事
実
の
明
確
化
と
い
う
当
該
巡
見
の
主
目
的
が
景
観
を
描
く
際
に
も

反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
例
を
掲
げ
て
指
摘
し
た
の
で
あ
る
（
1
）

。

検
討
に
際
し
て
、
こ
の
作
品
と
共
通
す
る
図
を
一
部
に
収
録
す
る
「
小
笠
原
島
総
図
」

（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
以
下
「
総
図
」
と
略
す
）
お
よ
び
「
小
笠
原
島
群
島
図
」（
東
京

都
立
中
央
図
書
館
近
藤
海
事
文
庫
蔵
、
以
下
「
群
島
図
」
と
略
す
）
の
存
在
を
指
摘
し

た
。
両
作
例
に
収
録
さ
れ
た
各
図
の
分
析
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
作
例
中
に
は
、
文
久
二

年
三
月
に
元
道
を
含
む
一
行
が
島
を
去
っ
た
後
、
外
国
奉
行
所
定
役
元
締
佐
小
花
作
之

助
（
文
政
十
二
〈
一
八
二
九
〉
〜
明
治
三
四
〈
一
九
〇
一
〉
）
以
下
六
名
の
残
留
役
人

人
文
科
学
研
究　

第
一
二
巻　

三
九―

五
三
頁
、
二
〇
一
六
年
三
月

描
か
れ
た
幕
末
の
小
笠
原

―

「
小
笠
原
島
真
景
図
」
を
は
じ
め
と
す
る
諸
本
の
成
立
試
論―

鶴
　

岡
　

明
　

美

ら
が
八
丈
島
出
身
の
移
民
と
と
も
に
開
拓
を
目
的
と
し
て
島
に
居
住
し
て
い
た
時
期
に

描
か
れ
た
図
が
複
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
「
真
景
図
」

も
こ
う
し
た
図
の
一
部
を
共
有
す
る
こ
と
が
照
合
作
業
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
か

ら
（
表
１
）、「
真
景
図
」
に
は
元
道
以
外
の
人
物
に
よ
る
実
景
図
が
含
ま
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
、
と
い
う
結
論
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
こ
の
段
階
で
は
他
に
判

断
材
料
と
な
り
得
る
資
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
小
笠
原
島
の
実
景
図
制
作
の
成

立
過
程
に
つ
い
て
は
、
未
だ
疑
問
の
余
地
を
残
し
て
い
た
（
2
）

。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
右
記
の
点
を
解
明
す
る
可
能
性
を
持
つ
資
料
の
存
在
に
気
付

い
た
。
す
な
わ
ち
『
小
笠
原
島
紀
事
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
巻
十
九
、二
十
所
収
の
写

本
「
小
笠
原
島
真
景
図
」
及
び
首
巻
凡
例
と
巻
二
十
の
巻
末
に
記
さ
れ
た
付
記
と
、
幕
末
・

明
治
を
通
じ
て
小
笠
原
島
の
開
拓
に
尽
力
し
た
前
掲
小
花
作
之
助
（
以
下
、
維
新
後
の

名
で
あ
る
作
助
と
称
す
）
旧
蔵
の
「
小
笠
原
島
図
絵
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
小
論
は
こ

れ
ら
の
資
料
の
検
討
を
通
じ
て
、
同
島
を
描
く
実
景
図
の
成
立
経
緯
に
つ
い
て
さ
ら
な

る
解
明
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
島
を
描
く
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
が
、
実
景
を
作

品
化
す
る
際
の
風
景
を
捉
え
る
観
点
の
相
違
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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整理番号 「真景図」 「総図」「群島図」
乾‐01 文久三亥年五月朝陽艦ニテ帰府之節航海路 Ⅱ‐32
乾‐02 文久二壬戌年正月軍艦方小野友五郎豊田港測量図 I-1
乾‐03 其二 I-2
乾‐04 文久二壬戌年軍艦組塚本恒輔松岡盤吉測量図 I-3
乾‐05 父島南邉遥望之図
乾‐06 兄島ヨリ父島北邉ヲ望之図 I-5
乾‐07 父島二見港圖 I-26
乾‐08 父島洲崎村圖 I-37 
乾‐09 父島奥村之圖 I-36
乾‐10 大村之圖 I-35
乾‐11 大村之図
乾‐12 父島北袋澤図 I-38
乾‐13 父島南袋澤全図 I-39
乾‐14 父島扇ヶ浦圖 I-7
乾‐15 湾中望扇ヶ浦図
乾‐16 父島北袋澤海濱之図
乾‐17 北袋澤岬反顧野羊島図
乾‐18 長谿之図
乾‐19 常世之瀧図
乾‐20 時雨滝之図
乾‐21 連樹谷図 I-18
乾‐22 父島堺浦図
乾‐23 父島　野羊嶋南望母島図
乾‐24 父嶋宮ノ濵図
乾‐25 巽浦圖 I-13
乾‐26 父島大溪之図 I-30
乾‐27 父嶌南岬及南嶋之圖 I-16
乾‐28 南袋澤至南岬海岸磯傳ひの図 I-17
乾‐29 父島　　假寝山上より東北を望む図 I-19
乾‐30 父島北海岸并兄島図
乾‐31 兄㠀海岸暁景 I-44
坤‐01 母島ヨリ母島西北邉ヲ見圖
坤‐２ 海上望母島北邉図
坤‐３ 母島沖村圖 II-5
坤‐４ 母島沖村港之図 II-6
坤‐５ 母島沖村於テ夷女舞踊之圖 II-4
坤‐６ 母島南浦之図
坤‐７ 母嶌山上望姉妹等島圖 II-10
坤‐８ 母嶋山上北望父島之図
坤‐９ 母島西浦圖 II-17 ○
坤‐10 母島北村後之山上眺望之圖
坤‐11 母島北村港左之方灣中眺望之圖
坤‐12 母島北村港野陣之図 II-15 ○
坤‐13 母㠀東岬石門之圖 II-18
坤‐14 向嶋山上眺望之図 I-24
坤‐15 母嶌乳房山劔先山等雲中ニ隠現する図
坤‐16 母嶌鮫ヶ浦雨中　槊鮫図 II-8
坤‐17 母嶋南手之山上喫午飯図 II-21
坤‐18 母島乳房山上眺望之圖
坤‐19 洋中風波之圖 II-31
坤‐20 連日之時化舩中困難之図
坤‐21 酉十二月十九日初見小笠原島圖
坤‐22 父嶋港内着船筒拂之図
坤‐23 戌三月十日　咸臨丸歸途洋中遇亜米利加鯨漁舩図
坤‐24 クヌー船之図 II-30 
坤‐25 クヌー舩に装ふ面之圖其一
坤‐26 同二

表１　「小笠原島真景図」リスト（魚貝図を除く）　　　　　附「小笠原島総図」「小笠原島群島図」比較

＊諸本の略称は本文にならう。　＊「真景図」「総図」は帖および冊ごとに便宜上整理番号を付して示す。

＊「真景図」と「群島図」に共通する図は〇印で示した。＊各図題名の表記はできる限り原図通りとした。
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描
か
れ
た
幕
末
の
小
笠
原

第
一
章　

『
小
笠
原
島
紀
事
』
所
収
資
料
の
検
討

（
１
）
成
立
の
経
緯
に
関
す
る
記
述

『
小
笠
原
島
紀
事
』（
全
三
十
二
巻
、
国
立
公
文
書
館
蔵
。
以
下
『
紀
事
』
と
略
す
）
は
、

明
治
七
年
〈
一
八
七
四
〉
に
外
務
権
大
録
坂
田
諸
遠
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
、
同
島
に

関
連
す
る
記
事
の
集
成
で
あ
る
。
こ
の
巻
十
九
、二
十
が
「
小
笠
原
島
真
景
図
」
と
題

さ
れ
、
前
者
を
「
父
島
ノ
部
」
後
者
を
「
母
島
ノ
部
」
と
し
て
島
の
実
景
を
描
く
図
を

収
め
て
い
る
（
以
下
こ
れ
を
『
紀
事
』
所
収
本
と
称
す
）。
こ
れ
ら
の
図
を
通
覧
す
る
と
、

旧
稿
に
お
い
て
検
討
し
た
「
真
景
図
」「
総
図
」「
群
島
図
」
の
そ
れ
ぞ
れ
と
図
柄
を
同

じ
く
す
る
図
を
含
む
写
本
で
あ
る
こ
と
が
分
る
（
表
２
）。
さ
ら
に
『
紀
事
』
首
巻
凡

例
お
よ
び
巻
二
十
巻
末
付
記
に
は
こ
の
写
本
成
立
の
経
緯
を
示
唆
す
る
表
記
が
含
ま
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
表
記
に
つ
い
て
検
討
し
た
上
で
、
そ
の

内
容
を
各
図
の
描
写
に
よ
っ
て
具
体
的
に
裏
付
け
る
こ
と
に
し
た
い
。

「
真
景
図
」
に
関
連
す
る
資
料
と
し
て
、
こ
の
『
紀
事
』
所
収
本
お
よ
び
記
述
が
存

在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
真
景
図
」
の
資

料
解
説
は
、
同
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
小
笠
原
島
紀
事
』
写
本
の
存
在
を
示
し
た
上
で
、

こ
の
冊
一
凡
例
の
記
述
か
ら
「
真
景
図
」
の
作
者
が
宮
本
元
道
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
写
本
の
中
に
「
真
景
図
」
の
写
し
が
含
ま
れ
る
と
し
て
、「
転
写
図
は
か

な
り
劣
る
」
と
の
評
価
も
付
記
し
て
い
る
（
3
）

。
こ
の
よ
う
に
「
真
景
図
」
と
『
紀
事
』
の

関
連
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
が
あ
る
も
の
の
、『
紀
事
』
所
収
の
父
島
お
よ
び
母
島
図

と
関
連
の
記
述
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
て
い
く
な
ら
ば
、
作
品
成
立
に
関
す
る
さ
ら
に
詳

し
い
経
緯
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

実
は
、
首
巻
凡
例
の
記
述
（
図
１
）
に
は
、
真
景
図
の
成
立
に
関
わ
っ
た
人
物
、
お

よ
び
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
明
快
に
記
し
た
く
だ
り
が
存
在
し
て
い
た
。
以
下
少
々
長
い

が
引
用
す
る
。

一
東
京
府
権
大
属
小
花
作
助
ハ
旧
徳
川
家
ノ
臣
ニ
テ
外
国
奉
行
ノ
属
吏
タ
リ
忠
徳
常

純
等
ガ
小
笠
原
島
巡
察
ニ
随
行
シ
采
女
正
戸
田
氏
直
ガ
侍
医
宮
本
元
道
ハ
画
図
ニ

長
シ
是
モ
倶
ニ
一
行
ニ
ア
レ
ハ
相
議
リ
テ
全
島
ノ
真
景
図
ヲ
製
リ
（
以
下
略
）

 

＊
以
下
、
引
用
文
は
新
字
体
に
改
め
た
。

「
東
京
府
権
大
属
小
花
作
助
」
と
あ
る
の
が
、
巡
見
当
時
外
国
奉
行
元
締
佐
で
あ
っ

た
小
花
作
之
助
で
あ
る
が
、
彼
と
宮
本
元
道
が
「
相
議
リ
テ
」
小
笠
原
島
の
真
景
図
の

制
作
に
当
た
っ
た
、
と
あ
る
。
実
景
図
の
制
作
に
際
し
て
宮
本
元
道
以
外
の
人
物
が
関

与
し
て
い
た
と
い
う
、
旧
稿
に
お
け
る
推
測
を
裏
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
じ
く
首
巻
凡
例
の
別
の
箇
所
に
お
け
る
記
述
を
見
る
と
、
小
笠
原
の
実

景
を
描
く
図
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

図１　『小笠原島紀事』首巻凡例より

独立行政法人国立公文書館
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『
紀
事
』
所
収
本

真
景
図

図
絵

総
図

湾
中
望
扇
ヶ
浦
図

「
補
」乾
-1
5

洋
中
風
波
之
図

「
補
」坤
-1
9
母
-2
7
II
-3
1

父
島
北
袋
澤
海
濱
之
図

「
補
」乾
-1
6

連
日
の
時
化
船
中
困
難
之
図

「
補
」坤
-2
0

長
谿
之
図

「
補
」乾
-1
8

酉
十
二
月
十
九
日
初
見
小
笠
原
島
図
 

「
補
」坤
-2
1

常
世
之
瀧
図

「
補
」乾
-1
9

父
島
　
二
月
十
日
朝
父
島
出
帆
母
島
へ
渡
海
の
節
（
後
略
）

父
-0
4
I-
04
 

父
島
堺
浦
図

「
補
」乾
-2
2

兄
島
見
返
山
よ
り
父
島
を
見
た
る
の
図

乾
-0
6
父
-0
5
I-
05
 

巽
浦
圖

「
補
」乾
-2
5

I-
13

父
島
港
内
着
船
筒
拂
之
図

「
補
」坤
-2
2

父
島
大
渓
之
図

「
補
」乾
-2
6

I-
30

父
島
二
見
港
圖

「
補
」乾
-0
7

I-
26

南
袋
澤
至
南
岬
海
岸
磯
傳
ひ
の
図

「
補
」乾
-2
8

I-
17

文
久
二
壬
戌
夏
　
父
島
扇
ヶ
浦
仮
庁
舎
及
属
吏
控
所
之
図

父
-0
6
I-
06
 

父
島
北
海
岸
并
兄
島
図

「
補
」乾
-3
0

戌
四
月
補
理
相
成
扇
ヶ
浦
御
役
所
よ
り
眺
望
之
景
　
其
二
　（
無
題
図
）

父
-0
7
I-
08

【
以
上
巻
19
、
以
下
巻
20
】

扇
ヶ
浦
　
春
日
雨
中
の
景

父
-0
8
I-
09

二
月
十
日
　
父
島
よ
り
母
島
、
渡
海
咸
臨
丸
（
後
略
）

母
-0
1
II
-0
3

父
島
の
内
　
酉
十
二
月
十
九
日
咸
臨
丸
入
港
翌
廿
日
上
陸
　
奥
村
山
上
へ
初
て
国
旗
を
建

し
處
よ
り
眺
望

父
-0
9
I-
10

其
二

母
-0
1
II
-0
3

父
島
の
内
　
扇
浦
洲
崎
の
界
振
分
山
上
よ
り
湾
中
北
西
の
方
を
見
る
図
 　
其
二
　
其
三
　
其
四

父
-1
0
I-
11

母
島
沖
村
港
之
図

「
補
」坤
-0
4

II
-0
6

父
島
の
内
　
洲
崎
村
英
人
ウ
ヘ
ブ
居
宅
　
野
羊
山
の
方
よ
り
見
る
図

父
-1
1
I-
12
 

母
島
沖
村
図

坤
-0
3
母
-0
3
II
-0
5

父
島
の
内
　
洲
崎
野
牛
山
よ
り
南
方
を
望
む
　
此
辺
野
羊
多
し

父
-1
2
I-
14

母
島
沖
村
於
テ
夷
女
舞
踊
之
圖

坤
-0
5
母
-0
2
II
-0
4

父
島
　
野
羊
嶋
南
望
母
島
図

「
補
」乾
-2
3

母
島
の
内
　
沖
村
港
湾
中
西
の
方
鮫
ヶ
崎
よ
り
巽
の
方
を
観
望
す

母
-0
5
II
-0
9

父
島
之
内
　
野
羊
山
大
洞
の
図
　
亜
国
水
師
提
督
ヘ
ル
リ
日
本
紀
行
此
図
あ
り

父
-1
3
I-
15
-1
 

母
島
之
内
　
沖
村
の
北
乳
房
山
よ
り
南
望
の
図

母
-0
6
II
-1
0

洞
中
よ
り
奥
村
大
村
の
方
を
見
る
図

父
-1
4
I-
15
-2

初
寝
浦
を
海
上
よ
り
望
む
図

母
-0
7
II
-1
1

父
嶋
の
内
　
南
岬
及
南
嶋
之
圖

乾
-2
7
父
-1
5
I-
16

母
嶋
乃
内
沖
村
の
北
乳
房
山
よ
り
東
洋

母
-0
8
II
-1
2

父
嶋
の
内
連
樹
谷
図
　
扇
ヶ
浦
の
後
ニ
あ
り

乾
-2
1
父
-1
6
I-
18

其
二
　
同
上
よ
り
左
の
方
を
見
る

母
-0
9
II
-1
3

父
島
　
　
仮
寝
山
上
よ
り
東
北
を
望
む
図

乾
-2
9
父
-1
7
I-
19

（
無
題
）

母
-1
0
II
-1
4

父
嶋
の
内
　
北
袋
沢
村
野
伏
間
谷
時
雨
の
瀧

父
-1
8
I-
21

母
島
の
内
　
北
港

坤
‐
12
母
-1
1
II
-1
5

父
嶋
の
内
　
南
北
袋
澤
境
　
山
上
よ
り
西
北
の
方
を
眺
望
す
（
後
略
）

父
-1
9
I-
20

母
島
の
内
　
東
港

母
-1
2
II
-1
6

父
嶋
の
内
　
旭
山
　
清
瀬
の
方
よ
り
眺
む
図

父
-2
0
I-
22

母
島
の
内
　
西
港
の
景

坤
‐
09
母
-1
3
II
-1
7

父
嶋
の
内
　
奥
村
　
清
瀬
の
方
よ
り
観
望
す

父
-2
1
I-
23

母
島
の
内
　
東
港
の
岬

坤
‐
13
母
-1
4
II
-1
8

父
嶋
の
内
　
清
瀬
大
村
の
方
海
岸
　
岩
上
よ
り
見
る
図
（
後
略
）

父
-2
2
I-
25

母
島
の
内
　
二
月
十
九
日
（
後
略
）

母
-1
5
II
-1
9

父
島
の
内
　
旭
山
頂
上
よ
り
の
望
景

父
-2
3
I-
27
-1

母
島
の
内
　
南
浦
小
富
士
山
　
頂
上
よ
り
西
北
の
方
を
見
る

母
-1
6
II
-2
0

其
二

父
-2
4
I-
27
-2

母
島
の
内
　
二
月
廿
日
巡
見
の
節
平
島
西
の
方
山
上
よ
り
東
南
に
面
し
て
姉
妹
諸
島
を
見
る

母
-1
7
II
-2
2

父
島
の
内
　
初
寝
浦

父
-2
5
I-
28

母
島
　
尾
島
　
平
島
　
北
の
方
山
上
よ
り
東
北
の
方
母
島
を
眺
望
す

母
-1
8
II
-2
3 -
1

父
島
の
内
　
巽
港
の
景

父
-2
6
I-
29

其
二

母
-1
9
II
-2
3 -
2

父
島
の
内
　
南
海
岸
千
尋
岩

父
-2
7
I-
31

母
島
属
島
の
内
（
向
島
・
姉
島
・
妹
島
・
姪
島
）

母
-2
0
II
-2
4

父
島
の
内
　
南
崎
前
海
数
十
の
衆
島
あ
り

父
-2
8
I-
32

兄
島
野
陣
濱
北
港
等
に
於
て
雨
中
露
宿
の
体
如
此

母
-2
1
II
-2
5

父
島
の
内
　
南
崎
の
赤
壁

父
-2
9
I-
33

無
題
（
崖
を
よ
じ
の
ぼ
る
）

母
-2
2
II
-2
6

父
嶋
宮
ノ
濱
図

「
補
」乾
-2
4

母
島
南
浦
之
図

「
補
」坤
-0
6

父
島
の
内
　
大
村
之
圖

乾
-1
0
父
-3
1
I-
35

母
島
山
上
北
望
父
島
之
図

「
補
」坤
-0
8

父
島
の
内
　
奥
村
の
耕
地
之
図

乾
-0
9
父
-3
2
I-
36

母
島
北
村
後
之
山
上
眺
望
之
図

「
補
」坤
-1
0

父
島
の
内
　
洲
崎
村
の
図

乾
-0
8
父
-3
3
I-
37

母
島
北
村
港
左
之
方
湾
中
眺
望
之
圖

「
補
」坤
-1
1

兄
島
之
内
　
滝
の
浦
乃
奥
滝
下
よ
り
前
海
を
見
る

父
-3
7
I-
41

向
嶋
山
上
眺
望
之
図

「
補
」坤
-1
4

I-
24

父
島
の
内
　
北
袋
澤
耕
地
図

乾
-1
2
父
-3
4
I-
38

母
島
鮫
ヶ
浦
雨
中
槊
鮫
図

「
補
」坤
-1
6

II
-0
8

兄
島
西
上
頂
上
よ
り
乾
の
方
湾
中
を
観
望
す

父
-3
8
I-
42

母
島
南
手
之
山
上
喫
午
飯
図

「
補
」坤
-1
7

II
-2
1

父
嶋
之
内
　
南
袋
澤
耕
地
図

乾
-1
3
父
-3
5  
I-
39

母
島
乳
房
山
山
上
眺
望
之
図

「
補
」坤
-1
8

兄
島
之
内
　
野
陣
ヶ
濱
の
図

父
-3
9
I-
43

戌
三
月
十
日
　
咸
臨
丸
帰
途
洋
中
遇
亜
米
利
加
鯨
漁
船
図

「
補
」坤
-2
3

其
二
　
海
岸
暁
景

「
補
」乾
-3
1

I-
44

ラ
ハ
ロ
ー
ト
ト
唱
…
皇
国
人
呼
て
蛸
の
足
と
い
ふ
　
大
な
る
ハ
高
拾
間
余
と
い
ふ

母
-2
3
II
-2
7

弟
島
西
の
方
海
上
よ
り
兄
島
并
瓢
島
を
見
る

父
-3
6
I-
40
(上
)
ヘ
ン
ハ
ー
ム
ト
唱
…
皇
国
人
呼
て
野
芭
蕉
或
ハ
野
椰
子
と
い
ふ
（
後
略
）

母
-2
4
II
-2
8

其
二
　
兄
島

I-
40
(下
)
島
中
外
国
人
の
家
屋
如
図
　
周
囲
棕
櫚
の
葉
を
以
て
葺
く

母
-2
5
II
-2
9

父
島
之
内
　
南
島
袋
港
の
図

父
-4
0
II
-0
1

ク
ヌ
ー
船
之
図

坤
-2
4
母
-2
6
II
-3
0

父
母
之
内
　
属
島

父
-4
1
II
-0
2

ク
ヌ
ー
船
に
装
ふ
面
之
図
之
一

「
補
」坤
-2
5

父
島
扇
ヶ
浦
圖

「
補
」乾
-1
4

I-
07

其
二

「
補
」坤
-2
6

表
２
　『
小
笠
原
島
紀
事
』
所
収
本
と
諸
本
比
較
（
魚
貝
図
を
除
く
）

＊
諸
本
の
略
称
は
本
文
に
な
ら
う
。
　
＊
「
真
景
図
」「
総
図
」
は
帖
お
よ
び
冊
ご
と
、「
図
絵
」
は
描
写
の
対
象
地
域
ご
と
に
整
理
番
号
を
便
宜
的
に
付
し
た
も
の
を
示
す
。
　
　
＊
「
真
景
図
」
の
「
補
」
＝
「
補
」
と
あ
る
図
を
示
す
。
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描
か
れ
た
幕
末
の
小
笠
原

一
真
景
図
二
本
ア
リ
一
本
ハ
作
助
元
道
在
島
中
ニ
図
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
巻
首
ニ
小
野

友
五
郎
豊
田
港
カ
測
量
図
ヲ
載
セ
尚
巻
末
ニ
鱗
介
図
ヲ
加
フ
是
即
原
本
成
又
一
本

ハ
元
道
帰
府
シ
テ
後
再
校
潤
飾
ヲ
加
ヘ
首
尾
ノ
測
量
図
及
鱗
介
図
ヲ
除
ケ
只
真
景

図
乾
坤
ト
ス
今
紀
事
ニ
附
ス
ル
モ
ノ
ハ
前
ノ
二
図
ヲ
対
照
シ
其
脱
漏
ヲ
補
ヒ
加
ヘ

父
島
一
本
鱗
介
図
一
本
ト
ス

こ
れ
に
よ
る
と
、
小
笠
原
島
を
描
く
真
景
図
は
以
下
の
通
り
二
本
存
在
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
①
小
花
作
助
と
宮
本
元
道
が
在
島
中
に
制
作
し
た
も
の
。
巻
首

に
咸
臨
丸
艦
長
小
野
友
五
郎
と
按
針
役
豊
田
港
に
よ
る
測
量
図
を
掲
載
。
巻
末
に
は
鱗

介
図
を
加
え
た
。
こ
れ
が
原
本
で
あ
る
。
次
い
で
②
元
道
が
帰
府
後
に
再
校
、
潤
飾
を

加
え
、
①
の
測
量
図
お
よ
び
鱗
介
図
を
除
い
て
乾
坤
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
右
に

記
し
た
「
鱗
介
図
」
と
は
、「
真
景
図
」
に
は
「
小
笠
原
島
所
産
鱗
介
図
」
と
し
て
附

属
す
る
一
帖
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
魚
類
十
八
図
、
貝
類
二
図
か
ら
成
る
こ
れ

ら
の
図
は
、「
総
図
」
第
二
冊
巻
末
に
も
大
幅
な
錯
簡
は
あ
る
も
の
の
収
録
さ
れ
て
い

る
。
加
え
て
『
紀
事
』
巻
二
十
一
も
「
鱗
介
之
図
」
と
し
て
同
図
を
収
め
て
い
る
の
で

あ
る
。

一
方
記
述
の
後
半
は
、
上
記
二
本
を
『
紀
事
』
所
収
本
が
ど
の
よ
う
に
写
し
た
か
に

つ
い
て
の
言
及
で
あ
る
。「
今
紀
事
ニ
附
ス
ル
モ
ノ
ハ
前
ノ
二
図
ヲ
対
照
シ
其
脱
漏
ヲ

補
ヒ
加
ヘ
父
島
一
本
鱗
介
図
一
本
ト
ス
」、
す
な
わ
ち
『
紀
事
』
所
収
本
は
、
二
本
を

対
照
し
、
そ
れ
ぞ
れ
抜
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
補
っ
た
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。「
父
島

一
本
と
鱗
介
図
一
本
」
の
く
だ
り
が
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
い
の
が
気
に
な
る
も
の
の
、
巡

見
を
契
機
と
し
て
生
ま
れ
た
二
本
と
『
紀
事
』
写
本
と
の
関
係
が
、
こ
こ
に
明
ら
か
に

示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
『
紀
事
』
所
収
本
を
巡
る
状
況
に
つ
い
て
の
詳
し
い
記
述
が
、
巻
二
十
所
収

の
巻
末
付
記
に
見
ら
れ
る
。

真
景
図
二
本
ア
ル
旨
ハ
既
ニ
凡
例
ニ
云
フ
如
シ
原
図
一
本
ハ
小
花
作
助
カ
所
蔵
ヲ

以
テ
疾
ク
本
省
ニ
摹
写
シ
書
庫
ニ
蔵
メ
ラ
ル
其
図
及
又
同
人
カ
蔵
ス
ル
所
ノ
再
校

図
ヲ
モ
借
リ
得
テ
対
照
ス
ル
ニ
総
テ
ハ
大
同
小
異
也
ト
雖
モ
原
図
ニ
脱
ス
ル
モ
ノ

モ
亦
少
カ
ラ
ス
因
テ
画
図
外
務
省
権
少
録
河
野
雪
厳
ニ
議
リ
両
図
ヲ
参
考
シ
其
ノ

脱
ヲ
補
ヒ
此
図
ヲ
製
リ
写
字
生
中
島
政
信
ヲ
シ
テ
摹
写
サ
セ
シ
メ
以
テ
紀
事
ノ
巻

末
ニ
附
シ
参
考
ノ
一
端
ニ
備
フ

こ
こ
で
「
原
図
一
本
」
と
は
、
首
巻
凡
例
の
記
述
の
ま
と
め
に
て
①
と
し
た
、
巻
頭

に
測
量
図
と
巻
末
に
鱗
介
図
を
そ
れ
ぞ
れ
付
し
た
と
い
う
「
原
本
」
に
該
当
す
る
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
は
小
花
作
助
の
所
蔵
で
あ
り
、
す
み
や
か
に
本
省
で
写
さ
れ
、
書
庫
に
収

め
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
再
校
図
」
は
、
同
じ
く
首
巻
凡
例
の

記
述
よ
り
②
と
し
て
ま
と
め
た
、
再
校
潤
色
を
加
え
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら

も
作
助
の
所
蔵
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
に
続
き
、
両
図
を
対
照
し
た
と
こ
ろ
、

全
体
的
に
は
「
大
同
小
異
」
で
あ
っ
た
が
、
原
図
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
図
も
少
な
か

ら
ず
存
在
し
て
い
た
た
め
外
務
省
権
少
録
河
野
雪
厳
に
議
り
原
図
と
再
校
図
を
照
ら
し

合
わ
せ
、
脱
を
補
っ
た
も
の
を
作
成
し
、
写
字
生
中
島
政
信
に
写
さ
せ
た
と
い
う
制
作

の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、『
小
笠
原
島
紀
事
』
所
収
の
記
述
か
ら
、
同
島
の
実
景
図
制
作
を
め
ぐ
る
状

況
が
具
体
的
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
小
笠
原
島
の
実
景
図
は
、
そ
も
そ
も
小
花
作
助
と
宮
本
元
道
が
協
力
し
て
作
成
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
人
が
在
島
中
に
制
作
し
た
諸
図
の
巻
首
に
小
野
友
五
郎
と
豊

田
港
に
よ
る
測
量
図
、
巻
末
に
は
鱗
介
図
を
そ
れ
ぞ
れ
付
し
た
も
の
を
原
本
と
す
る
。

　

②
①
の
原
本
と
は
別
に
、
宮
本
元
道
が
帰
府
後
に
再
校
、
潤
飾
を
加
え
、
①
の
測
量

図
お
よ
び
鱗
介
図
を
除
い
て
乾
坤
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
再
校
本
が
存
在
す
る
。
こ
れ
も

小
花
作
助
が
所
蔵
し
て
い
た
。

③
原
本
と
再
校
本
の
二
本
を
比
較
す
る
と
、
原
本
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
図
が
再
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校
本
に
は
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
た
め
、
原
図
と
再
校
図
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
抜
け
て

い
る
所
を
補
っ
た
写
し
を
作
成
し
、『
小
笠
原
島
紀
事
』
に
収
録
し
た
。

（
２
）
現
存
実
景
図
と
の
比
較
検
討

①　

『
紀
事
』
所
収
本

そ
れ
で
は
こ
う
し
た
一
連
の
記
述
を
踏
ま
え
、
現
存
す
る
作
例
の
検
討
に
入
り
た

い
。
各
々
の
作
例
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
、(

表
２)

を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

ま
ず
『
紀
事
』
所
収
本
は
、
巻
十
九
「
真
景
図　

父
島
ノ
部
」
の
全
五
十
六
図
、
巻

二
十
「
（
同
）　

母
島
ノ
部
」
の
全
三
十
八
図
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
全
体
を

概
観
し
て
気
付
く
こ
と
は
、「
総
図
」
に
収
録
さ
れ
る
図
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
こ
に
も

見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、「
群
島
図
」
所
収
の
全
二
十
一
図
中

十
五
図
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
「
真
景
図
」
所
収
図
と
の
比
較
に
つ
い
て
見
る
と
、
ま
ず
「
乾
」
冊
に
つ
い
て

は
全
三
十
一
図
の
う
ち
二
十
三
図
が
一
致
し
て
い
る
。『
紀
事
』
所
収
本
に
な
い
八
図

の
う
ち
四
図
は
冒
頭
の
航
路
図
、
測
量
図
お
よ
び
島
を
遥
か
に
望
む
図
で
あ
り
、
実
景

を
描
く
図
に
限
定
し
て
見
る
な
ら
ば
、
き
わ
め
て
高
い
一
致
度
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

る
。「
坤
」
冊
に
つ
い
て
は
二
十
六
図
の
う
ち
二
十
二
図
が
一
致
し
て
お
り
、『
紀
事
』

所
収
本
に
な
い
四
図
の
う
ち
、
一
図
が
実
景
以
外
を
題
材
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
が
、『
紀
事
』
所
収
本
に
収
め
ら
れ
た
諸
図
の
う
ち
、
表
題
の

後
に
「
補
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
存
在
で
あ
る
。
こ
う
し
た
表
記
を
伴
う
図
は
「
父

島
二
見
港
図
」（
図
２
）
を
は
じ
め
「
父
島
ノ
部
」
に
十
八
図
、「
母
島
ノ
部
」
に
十
一

図
の
計
二
十
九
図
に
上
っ
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
こ
れ
ら
の
図
は
す
べ
て
「
真
景
図
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
『
小
笠
原
島
紀
事
』
巻
二
十
の
巻
末
付
記
に
は
、
再
校
本
に
よ
っ

て
原
本
の
「
脱
を
補
」
っ
た
と
い
う
記
述
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
と
照
合
す
る
な
ら

ば
、「
補
」
と
付
さ
れ
た
図
は
、
先
の
凡
例
に
あ
っ
た
再
校
本
、
す
な
わ
ち
帰
府
後
元

道
が
再
校
・
潤
色
を
施
し
た
際
、
新
た
に
加
え
た
図
を
含
む
本
に
由
来
す
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
と
言
え
よ
う
。
と
す
れ
ば
こ
こ
に
、「
真
景
図
」
と
再
校
本
の
極
め
て
密
接

な
関
係
が
浮
上
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

②
「
小
笠
原
嶋
図
絵
」

さ
ら
に
『
紀
事
』
記
載
の
実
景
図
制
作
の
経
緯
を
実
証
す
る
決
定
打
と
な
る
の
が
、

現
在
小
笠
原
村
所
蔵
の
「
小
笠
原
嶋
図
絵
」（
以
下
、「
図
絵
」
と
略
す
）
で
あ
る
。

本
資
料
は
、
小
花
作
助
の
子
孫
に
よ
り
昭
和
六
十
二
年
に
一
括
し
て
小
笠
原
村
に
寄

贈
さ
れ
た
百
七
十
点
に
の
ぼ
る
「
小
花
作
助
関
係
資
料
」
の
一
つ
で
あ
り
、
平
成
四

年
三
月
に
東
京
都
か
ら
出
さ
れ
た
資
料
目
録
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
（
4
）

。
そ
の
後
平
成

二
十
一
年
に
全
図
の
写
真
及
び
本
文
の
翻
刻
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
全
貌
を
カ
ラ
ー
で
知

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
（
5
）

。
筆
者
は
平
成
二
十
六
年
、
小
笠
原
村
に
お
け
る
資
料

調
査
に
お
い
て
本
資
料
を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
。

以
下
、
資
料
の
詳
細
に
移
る
と
、
表
紙
に
「
小
笠
原
嶋
図
絵　

附
録
一
巻
」
と
題
字

が
記
さ
れ
た
本
作
品
は
、
巻
頭
の
測
量
図
、
父
島
、
母
島
を
始
め
と
す
る
小
笠
原
島
の
実

景
を
中
心
と
す
る
図
、
巻
末
に
は
文
久
三
年
の
航
路
図
の
計
七
十
二
図
と
、
魚
貝
図
二
十

図
の
計
九
十
二
図
か
ら
成
る
。
こ
こ
で
ま
っ
さ
き
に
注
目
す
べ
き
は
、
本
作
品
と
『
紀
事
』

所
収
図
と
の
関
連
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
紀
事
』
収
録
図
の
う
ち
「
補
」
と
記
さ
れ
て
い

な
い
図
の
ほ
と
ん
ど
が
「
図
絵
」
に
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
表
３
）。
加
え
て
、
巻

頭
に
地
図
、
巻
末
に
魚
貝
図
を
収
め
て
い
る
と
い
う
点
は
、『
紀
事
』
巻
首
凡
例
に
記
さ

れ
た
「
原
本
」
の
体
裁
に
関
す
る
記
述
「
巻
首
ニ
小
野
友
五
郎
豐
田
港
カ
測
量
図
ヲ
載
セ

尚
巻
末
ニ
鱗
介
図
ヲ
加
フ
」
と
ま
さ
に
一
致
す
る
。
こ
う
し
た
類
の
図
絵
は
複
数
制
作
さ

れ
る
場
合
が
多
く
、
当
該
資
料
そ
の
も
の
が
『
紀
事
』
所
収
本
を
作
成
す
る
う
え
で
典
拠

と
な
っ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
各
図
の

一
致
す
る
状
況
か
ら
、
こ
の
「
小
笠
原
島
図
絵
」
が
『
紀
事
』
に
記
さ
れ
た
原
本
の
形
式
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描
か
れ
た
幕
末
の
小
笠
原

を
踏
襲
す
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
「
図
絵
」
に
は
二
図
を
除
く
す
べ
て
の
「
群
島
図
」
所
収
図
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
二
図
に
は
い
ず
れ
も
「
久
之
写
」
と
あ
り
、「
久
之
」
な
る
人

物
自
ら
が
書
い
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
（
6
）

。
加
え
て
こ
れ
以
外
の
図
の
中
に
は
小
花
作
之

助
所
有
の
図
を
写
し
た
こ
と
を
記
す
図
が
複
数
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
点
か

ら
「
群
島
図
」
は
、
久
之
が
小
花
作
之
助
か
ら
拝
借
し
て
写
し
た
図
に
自
図
を
加
え
た
も

の
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
公
の
眼
に
触
れ
る
こ
と
な
く
伝
来
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
（
7
）

。

以
上
、
新
出
の
『
紀
事
』
所
収
本
、
お
よ
び
「
図
絵
」
の
詳
細
を
検
討
し
た
が
、
先

に
ま
と
め
た
『
紀
事
』
の
記
述
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
実
景
図
の
成
立
経
緯
と
こ
こ
で
得

ら
れ
た
知
見
を
照
合
し
、
さ
ら
な
る
解
明
を
試
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、『
紀
事
』
の
記

録
に
現
れ
た
二
本
の
真
景
図
の
う
ち
、
小
笠
原
島
探
検
、
お
よ
び
そ
の
後
の
同
島
在
留

の
時
期
を
通
じ
て
島
の
実
景
を
描
い
た
「
原
図
」
と
称
す
る
一
本
に
作
之
助
旧
蔵
の
「
図

絵
」
が
当
た
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
い
ま
一
本
は
、
元
道
が
帰
府
後
に
描
い
た
諸
図

を
加
え
た
再
校
本
で
あ
り
、
原
本
と
こ
の
再
校
本
を
比
較
対
照
し
て
制
作
し
た
『
紀
事
』

所
収
本
に
「
補
」
と
付
さ
れ
た
図
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
真

景
図
」
に
は
こ
れ
ら
元
道
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
図
が
す
べ
て
収
録
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ

が
全
体
の
半
数
強
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
再
校
本
と
極
め
て
近
し
い
関
係
に
あ
る
と
結

論
付
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
表
４
）。

上
記
の
考
察
に
よ
り
成
立
過
程
の
大
筋
は
辿
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
残
る
問
題
点
と

し
て
二
つ
ほ
ど
掲
げ
て
お
き
た
い
。

一
つ
は
、「
真
景
図
」
と
再
校
本
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
両
者
を
同
じ
も
の
で
あ
る

と
断
じ
る
の
は
余
り
に
も
早
計
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
前
述
の

首
巻
凡
例
の
記
述
中
に
示
さ
れ
た
再
校
本
の
体
裁
は
「
首
尾
ノ
測
量
図
及
鱗
介
図
ヲ
除

ケ
只
真
景
図
乾
坤
ト
ス
」、
す
な
わ
ち
測
量
図
や
魚
貝
の
図
を
除
き
、
た
だ
真
景
図
乾

坤
と
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、「
真
景
図
」
は
乾
坤
二
冊
か
ら
成
る
も
の

の
、
測
量
図
お
よ
び
魚
貝
の
図
の
両
方
を
備
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
見
て
「
真
景
図
」
は
、
再
校
本
所
収
の
、
元
道
が
後
日
制
作

し
た
実
景
図
を
中
核
と
し
て
、
測
量
図
を
始
め
再
校
本
で
は
省
か
れ
て
い
た
諸
図
を

添
え
て
再
構
成
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
乾
」「
坤
」
で
二
冊
を
成
す
点

も
、
再
校
本
の
体
裁
に
対
す
る
意
識
の
表
れ
と
取
る
こ
と
が
で
き
、
両
者
の
密
接
な
関

係
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。「
真
景
図
」
は
明
治
二
年
〈
一
八
六
八
〉、
小
花
の

進
言
に
よ
り
小
笠
原
島
の
再
回
収
計
画
を
外
務
卿
沢
宣
嘉
に
建
言
し
た
宮
本
小
一
の

図２　『小笠原島紀事』巻19より「父島二見港図」

独立行政法人国立公文書館
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整理番号 「図絵」
父－01 文久二壬戌年正月軍艦方小野友五郎豊田港測量図
父－02 其二
父－03 文久二壬戌年軍艦組塚本恒輔松岡盤吉測量図
父－04 父島　二月十日朝父島出帆母島へ渡海の節港外二里斗りにして兄弟諸島を重畳して見る図
父－05 兄島見返山より父島を見たるの図
父－06 文久二壬戌夏　父島扇ヶ浦仮御役所并役々控所等之図
父－07 戌四月補理相成扇ヶ浦御役所より眺望之景　其二　（無題図）
父－08 扇ヶ浦　春日雨中
父－09 父島の内　酉十二月十九日咸臨丸入港翌廿日上陸　奥村山上へ初て国旗を建し處より眺望
父－10 父島の内　扇浦洲崎の界振分山上より湾中北西の方を見る図 　其二　其三　其四
父－11 父島の内　洲崎村英人ウヘブ居宅　野羊山の方より見る図
父－12 父島の内　洲崎野牛山より南方を望む
父－13 父島之内　野羊山大洞の図　亜国水師提督ヘルリ日本紀行此図あり
父－14 洞中より奥村大村の方を見る図
父－15 父嶋の内　南岬及南嶋之圖
父－16 父嶋の内連樹谷図　扇ヶ浦の後ニあり
父－17 父島　　假寝山上より東北を望む図
父－18 父嶋の内　北袋澤村野伏間谷時雨の滝
父－19 父嶋の内　南北袋澤境　山上より西北の方を眺望す　渓谷山林遠近重畳し湖色も亦紺碧にして島中第一の風景なり
父－20 父嶋の内　旭山　清瀬の方より眺む図
父－21 父嶋の内　奥村　清瀬の方より観望す
父－22 父嶋の内　清瀬大村の方海岸　岩上より見る図（以下略）
父－23 父島の内　旭山頂上よりの望景
父－24 其二
父－25 父島の内　初寝浦
父－26 父島の内　巽港の景
父－27 父島の内　南海岸千尋岩
父－28 父島の内　南崎前海数十の衆島あり
父－29 父島の内　南崎の赤壁
父－30 父島の内　宮の濱坤の方山上より観望
父－31 父島の内　大村之圖
父－32 父島の内　奥村の耕地図
父－33 父島の内　洲崎村の図
父－34 父島の内　北袋澤耕地図
父－35 父嶋之内　南袋澤耕地の図
父－36 （上）弟島西の方海上より兄弟并瓢島を見る（下）其二　兄島
父－37 兄島之内　滝の浦乃奥滝下より前海を見る
父－38 兄島西上頂上より乾の方湾中を観望す
父－39 兄島之内　野陣ヶ濱の図
父－40 父島之内　南島袋港の圖
父－41 父母之内　属島
母－01 （上）二月十日　父島より母島へ渡海　咸臨丸船中より全島西南山面を見る　姉妹諸島凡て圖外にあり（下）其二
母－02 母島沖村於テ夷女舞踊之圖
母－03 母島沖村図
母－04 母島の内　沖村港　外国人居留の地　正面南に向ふ
母－05 母島の内　沖村港湾中西の方鮫ヶ崎より巽の方を観望す
母－06 母島之内　沖村の北乳房山より南望の図
母－07 初寝浦を海上より望む圖
母－08 母嶋乃内沖村の北乳房山より東洋の景右の方
母－09 其二　同上より左の方を見る
母－10 母島の内　獅子ヶ谷山上の図
母－11 母島の内　北港
母－12 母島の内　東港
母－13 母島の内　西港の景
母－14 母島の内　東港の岬
母－15 母島の内　二月十九日両全権巡見の節南浦より北の方着船せし處
母－16 母島の内　南浦小富士山　頂上より西北の方を見る
母－17 母島の内　二月廿日巡見の節平島西の方山上より東南に面して姉妹諸島を見る
母－18 母島　属島　平島　北の方山上より東北の方母島を眺望す
母－19 其二
母－20 母島属島の内（向島・姉島・妹島・姪島）
母－21 兄島野陣濱北港等に於て雨中露宿の体如此
母－22 島中巡見の節山野を跋渉する躰□□如此
母－23 ラハロートト唱…日本人呼て蛸の足といふ　大なるハ高拾間余といふ
母－24 ヘンパームと唱　日本人呼て野芭蕉或ハ野椰子といふ　翰椶梠に類し髙サ拾間余に及ふ
母－25 島中外国人の家屋如図　周囲棕櫚の葉を以て葺く
母－26 島民所用の舟一本を以て掘りてこれを製す　クノーと唱ふ
母－27 航海中風波の図
母－28 文久三元年五月朝暘艦にて帰府ノ節航海路

 表３　「小笠原嶋図絵」リスト（魚貝図を除く）　＊網掛けを付した図は、『紀事』所収本未収録。
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描
か
れ
た
幕
末
の
小
笠
原

旧
蔵
で
あ
り
、
建
言
の
際
に
他

の
資
料
と
同
様
に
小
花
よ
り
授

け
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と

に
つ
い
て
は
す
で
に
旧
稿
に
お

い
て
指
摘
し
た
（
8
）

。
一
方
『
紀
事
』

第
二
十
巻
巻
末
付
記
に
は
、
再

校
本
も
小
花
の
所
蔵
で
あ
る
と

記
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
先
に
見

た
と
お
り
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

「
真
景
図
」
お
よ
び
再
校
本
は
と

も
に
小
花
の
手
元
に
あ
っ
た
こ

と
に
な
り
、
こ
の
こ
と
が
前
者

が
後
者
の
作
品
に
基
づ
く
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
制

作
さ
れ
た
可
能
性
を
傍
証
す
る

事
実
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

二
つ
目
は
「
総
図
」
の
位
置

づ
け
で
あ
る
。『
紀
事
』
所
収
本

同
様
に
「
図
絵
」
お
よ
び
「
真

景
図
」
の
そ
れ
ぞ
れ
と
共
通
す

る
図
に
よ
る
も
の
の
、
そ
の
構

成
は
『
紀
事
』
所
収
本
と
は
異

な
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
真
景
図
」
に
つ
い
て
は
計
三
十

図
を
収
録
し
て
お
り
、『
紀
事
』

所
収
本
の
四
十
五
図
の
三
分
の

二
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
図
絵
」
所
収
図
に
つ
い
て
は
、
一
か
所
の
錯
簡
を

除
い
て
全
て
収
め
て
い
る
。
対
す
る
に
『
紀
事
』
所
収
本
は
表
３
に
示
す
通
り
計
六
図

を
欠
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
総
図
」
は
『
紀
事
』
所
収
本
に
見
ら
れ
な

い
「
図
絵
」
所
収
図
を
含
む
こ
と
か
ら
、『
紀
事
』
所
収
本
と
は
ま
た
別
の
機
会
に
作

成
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

第
二
章　

小
笠
原
島
の
実
景
に
対
す
る
多
様
な
視
点 

　
　
　

―

風
景
趣
味
と
領
土
意
識―

（
１
）
漢
詩
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ー
ス
と
し
て
の
島
の
実
景

「
図
絵
」
が
、
同
島
を
題
材
と
す
る
他
の
実
景
図
集
と
比
較
し
て
著
し
く
相
違
す
る

点
と
し
て
、
複
数
の
図
に
わ
た
り
漢
詩
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
計
十
八
図
に
わ
た
り
、
小
花
作
助
の
名
で
あ
る
「
邦
孚
」
の

他
、
了
庵
、
翠
庵
、
逸
泱
、
松
濤
逸
人
を
そ
れ
ぞ
れ
作
者
と
す
る
漢
詩
が
書
き
込
ま
れ

て
い
る
（
表
５
）。
こ
の
う
ち
、「
翠
庵
」
は
残
留
役
人
の
一
人
、
益
田
鷹
之
助
で
あ
る

こ
と
が
分
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
巡
見
に
参
加
し
た
目
付
の
服
部
帰む
ね
か
ず一

が
残

し
た
記
録
で
あ
る
『
南
島
航
海
日
記
』（
全
五
冊
、『
小
笠
原
島
紀
事
拾
遺
』
巻
五
〜
八

所
収
、
国
立
公
文
書
館
蔵
）
に
お
い
て
、
文
久
二
年
の
正
月
元
旦
お
よ
び
二
日
の
記
事

に
「
益
田
鷹
之
助
翠
庵
」
あ
る
い
は
「
益
田
翠
庵
」
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
た
め
で

あ
る
。
ま
た
「
松
濤
逸
人
」
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
残
留
役
人
の
松
浪
権
之
丞
で
は
な

い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
他
の
詩
に
つ
い
て
も
、
島
に
留
ま
っ
た
人
物
に
よ
る
作
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
唯
一
「
了
庵
」
な
る
作
者
の
詩
が
常
に
大
き
な
字
で

他
と
比
較
し
て
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
（
図
３
）。
冒
頭
の
図

と
最
終
図
の
両
方
に
詩
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
重
要
性
を
物
語
っ
て
い
る
。
加
え

て
、
詩
を
書
き
込
む
順
序
に
も
一
定
の
決
ま
り
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
す
な

『紀事』首巻より

真景図二本アリ　一本ハ 作助元道在島中ニ図スルモノニシテ巻首ニ小野
友五郎豊田港カ測量図ヲ載セ尚巻末ニ鱗介図ヲ加フ是即原本成
又一本ハ元道帰府シテ後再校潤飾ヲ加ヘ首尾ノ測量図及鱗介図ヲ除ケ只真
景図乾坤トス　今紀事ニ附スルモノハ 前ノ二図ヲ対照シ其脱漏ヲ補ヒ加
ヘ父島一本鱗介図一本トス

「群島図」

「総図」

2図追加

うち共通する図＝20

除：「図絵」6図
　　「真景図」12図
＊ここには上記の共通図（計20図）は含まれない。

除：「真景図」27図

＊ただしここには、『紀事』未
　収録図計 4図が含まれる

「図絵」

「真景図」

『紀事』所収本

表４　小笠原島を描く実景図諸本の系統図
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わ
ち
了
庵
は
複
数
の
揮
毫
者
が
い
る
場
合
必
ず
右
側
を
占
め
る
。
邦
孚
、
翠
庵
両
人
の

間
で
は
、
必
ず
右
に
邦
孚
の
詩
が
書
か
れ
る
。
逸
泱
は
了
庵
よ
り
左
を
占
め
、
単
独
で

書
く
場
合
も
左
端
に
近
く
詩
を
書
き
こ
ん
で
い
る
。
詩
を
一
図
に
の
み
残
す
松
濤
逸
人

も
ま
た
左
端
に
記
載
が
見
ら
れ
る
。「
了
庵
」
以
外
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
残
留
役
人

の
中
で
一
番
高
位
に
あ
っ
た
作
助
を
頂
点
と
す
る
身
分
秩
序
に
基
づ
き
、
高
位
の
者
ほ

ど
右
に
揮
毫
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
が
、
了
庵
の
圧
倒
的
優
遇
が
感
じ
ら
れ
る
配
置

に
つ
い
て
は
、
こ
の
人
物
の
漢
詩
の
技
量
に
対
す
る
敬
意
に
由
来
す
る
と
考
え
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。
あ
え
て
島
内
に
そ
の
よ
う
な
技
量
の
持
ち
主
を
探
す
な
ら
ば
、
巡
見

隊
の
大
半
が
去
っ
た
後
の
文
久
二
年
八
月
に
島
を
訪
れ
た
本
草
学
者
、
阿
部
檪
斎
（
文

化
二
〈
一
八
〇
五
〉
〜
明
治
三
〈
一
八
七
〇
〉
）
は
詩
人
と
し
て
も
江
戸
の
人
名
録
に

収
録
さ
れ
る
ほ
ど
著
名
で
あ
っ
た
（
9
）

。
彼
が
「
了
庵
」
と
名
乗
っ
た
記
録
は
今
の
と
こ
ろ

見
出
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
作
者
の
最
有
力
候
補
と
し
て
掲
げ
て
お
く
。

漢
詩
は
、
例
え
ば
父
島
振
分
山
か
ら
の
雄
大
な
眺
め
を
描
く
「
父
島
の
内　

扇
浦
洲

崎
の
界
振
分
山
頂
よ
り
湾
中
北
西
の
方
を
見
る
図
」（
図
４
）
の
よ
う
に
、
広
々
と
し

た
景
観
へ
の
感
興
を
詠
む
詩
の
み
な
ら
ず
、
春
の
雨
に
け
ぶ
る
海
岸
の
眺
め
を
描
く

「
扇
ヶ
浦　

春
日
雨
中
の
景
」（
図
５
）
や
、「
母
島
の
内　

南
浦
小
富
士
山　

頂
上
よ

り
西
北
の
方
を
見
る
」
の
よ
う
に
、
山
の
頂
か
ら
眺
め
下
ろ
さ
れ
た
、
大
風
吹
き
荒
れ

霧
立
ち
込
め
る
海
岸
の
景
（
図
６
）
な
ど
、
季
節
や
天
候
に
伴
い
変
化
す
る
自
然
の
妙

を
詞
に
し
た
詩
も
見
ら
れ
、
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
詩
が
存

在
す
る
こ
と
は
、
小
笠
原
島
の
風
景
が
詩
興
を
催
す
対
象
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ

と
を
示
す
に
他
な
ら
な
い
。

何
人
か
の
仲
間
で
風
景
を
楽
し
み
、
詩
や
歌
を
詠
ん
だ
り
そ
の
実
景
を
描
い
た
り

す
る
、
と
い
う
楽
し
み
方
は
、
江
戸
時
代
中
期
ご
ろ
か
ら
幕
末
に
か
け
て
大
変
盛
ん

に
行
わ
れ
た
行
為
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
「
風
景
趣
味
」
は
、
実
景
を
描

く
と
い
う
行
為
を
支
え
る
文
化
的
背
景
と
し
て
き
わ
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
。
筆
者
は
か
つ
て
こ
う
し
た
現
象
に
つ
い
て
、
金
沢
八
景
、
鎌
倉
や
江
の
島
と

小笠原嶋図絵 漢詩作者

文久二壬戌夏　父島扇ヶ浦仮御役所并役々控所等之図 了庵、逸泱

戌四月補理相成扇ヶ浦御役所より眺望之景　／　其二 邦孚／松涛逸人（其二）

扇浦　春日雨中の景 邦孚、翠庵

父島の内　扇浦洲崎の界振分山頂より湾中北西の方を見る図
／其二／　其三　／其四 邦孚、翠庵／邦孚（其二）

父島の内　洲崎村英民ウヘブ居宅　野牛山の方より見る図 了庵

父島の内　洲崎野牛山より南方を望む 逸泱

父島の内　初寝浦 了庵

父島の内　南海岸千尋岩 了庵

兄島之内　野陣ヶ濱の図 了庵

母島の内　沖村港　外国人居住の地　正面南に向ふ 邦孚

母島之内　沖村の北乳房山より南望の図 逸泱

母島の内　北港 邦孚

母島の内　東港 翠庵

母島の内　南浦小富士山　頂上より西北の方を見る 了庵、翠庵

母島　属島　平島　北の方山上より東北の方母島を眺望す 了庵

兄島野陣濱母島北港等におひて雨中露宿の体如此 了庵

表５　「小笠原嶋図絵」所収　漢詩作者一覧

＊一図において複数の作者が詩を揮毫する場合、作者名の配列は画面向かって右に書かれた順とした。
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描
か
れ
た
幕
末
の
小
笠
原

い
っ
た
江
戸
近
郊
の
名
勝
か
ら
富
士
登
山
を
目
指
す
、

江
戸
後
期
の
画
槽
白
雲
に
よ
る
実
景
図
と
漢
詩
を
伴
う

旅
絵
日
記
「
天
然
自
賞
」（
寛
政
九
年
〈
一
七
九
七
〉
）

な
ど
、
具
体
例
の
分
析
に
基
づ
い
て
論
じ
た
）
10
（

。
本
作
品

も
ま
た
、
こ
う
し
た
文
脈
か
ら
語
ら
れ
得
る
側
面
を
有

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

小
笠
原
島
に
お
い
て
巡
見
の
合
間
に
文
雅
の
心
得
あ

る
も
の
達
に
よ
っ
て
和
歌
や
漢
詩
、
俳
句
が
詠
ま
れ
て

い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
島
滞
在
中
に
書
か
れ
た
複

数
の
人
物
に
よ
る
日
記
類
に
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
は
、
前
掲
の
目
付
、
服
部
帰
一
に
よ
る
日
記

『
南
島
航
海
日
記
』
で
あ
る
。
こ
の
中
の
文
久
二
年
正

月
元
日
の
項
に
「
益
田
鷹
之
助
翠
庵
有
詩
」、
翌
三
日

の
項
に
は
「
詩
あ
り
…
和
増
田
翠
庵
韻
」
と
あ
り
、「
小

笠
原
島
図
絵
」
に
詩
を
寄
せ
た
一
人
、
外
国
方
の
益
田

鷹
之
助
（
翠
庵
）
が
詩
を
詠
み
、
誰
か
の
詩
に
韻
を
和

し
た
こ
と
を
記
録
に
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
島
に
向
か

う
船
中
で
も
詩
を
詠
む
こ
と
に
興
じ
て
い
た
ら
し
く
、

十
二
月
十
二
日
の
項
に
は
自
作
の
七
言
絶
句
が
見
え
る

ほ
か
、
こ
の
同
日
、
外
国
奉
行
支
配
の
田
辺
太
一
が
富

士
山
を
望
ん
で
作
っ
た
一
絶
に
和
韻
し
て
い
る
。
さ
ら

に
こ
の
詩
に
は
「
宮
崎(

筆
者
註
・
宮
本
の
誤
り
か)

玄

道
写
其
景
」
と
の
註
記
が
付
さ
れ
て
お
り
、
元
道
が
富

士
山
を
写
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
実
景
を
絵
画
と

漢
詩
の
両
方
で
表
現
し
て
楽
し
む
、
ま
さ
に
「
風
景
趣

味
」
の
具
体
相
を
、
こ
の
場
面
に
お
い
て
も
見
出
す
こ

図３　「小笠原嶋図絵」より「父島の内　南海岸千尋岩」

　　　 小笠原村

図４　「小笠原嶋図絵」より「父島の内扇浦…」

　　　　 小笠原村

図５　「小笠原嶋図絵」より「扇ヶ浦　春日雨中の景」

　　　　小笠原村

図６ 　 「小笠原嶋図絵」より母島の内　「南浦小富士山
頂上より西北の方を見る」

　　　小笠原村
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と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
本
草
学
者
阿
部
檪
斎
の
在
島
中
の
日
記
『
豆
嶼
行
記
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）

お
よ
び
在
島
中
に
詠
ま
れ
た
詩
歌
の
書
付
『
出
放
題
集
』（
同
右
蔵
）
か
ら
も
、
残
留

役
人
た
ち
が
漢
詩
に
興
じ
て
い
た
様
子
を
窺
わ
せ
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
『
出

放
題
集
』
に
は
「
明
後
三
日
の
出
航
」
に
際
し
て
即
興
に
詠
ん
だ
七
言
絶
句
が
収
録
さ

れ
る
）
11
（

。
こ
れ
に
続
き
「
翠
庵
主
人
」
す
な
わ
ち
益
田
鷹
之
助
の
七
言
絶
句
が
記
さ
れ
る

が
）
12
（

、
こ
ち
ら
の
詩
は
『
豆
嶼
行
記
』
文
久
二
年
閏
八
月
四
日
の
項
に
も
見
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
こ
の
前
日
、
ま
さ
に
三
日
の
項
を
見
る
と
「
御
艦
母
島
ヘ
行
」
と
い
う
記
述
が

見
い
だ
さ
れ
る
た
め
、
檪
斎
の
即
興
詩
、
さ
ら
に
は
お
そ
ら
く
翠
庵
の
詩
も
、
こ
の
母

島
行
に
際
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、『
豆
嶼
行
記
』
同
年
十
二
月

十
六
日
の
項
に
は
、
再
び
翠
庵
の
七
言
絶
句
が
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
に
は
、「
甚

作
」
と
読
め
る
人
物
が
韻
を
和
し
、
七
言
絶
句
を
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
い
で
こ

の
五
日
後
の
二
十
一
日
に
は
、
竹
荘
林
和
（
林
和
一
郎
、
以
下
（　

）
内
筆
者
註
）、

松
濤
孚
（
松
浪
権
之
丞
か
）、
翠
庵
譲
（
益
田
鷹
之
助
）、
喜
任
（
阿
部
檪
斎
）
の
四
名

で
聯
句
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
聯
句
に
阿
部
檪
斎
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た

い
。
こ
の
事
実
は
、「
図
絵
」
へ
の
揮
毫
者
「
了
庵
」
を
檪
斎
と
す
る
前
述
の
推
測
を

い
さ
さ
か
な
り
と
も
傍
証
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
推
測
を
重
ね
る
こ

と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
聯
句
に
お
い
て
結
句
を
担
当
す
る
檪
斎
の
序
列
が
「
小
笠
原

島
図
絵
」
に
お
け
る
「
了
庵
」
の
そ
れ
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
両
者
を
同
一

人
物
と
す
る
仮
説
に
は
有
利
に
働
く
で
あ
ろ
う
。

残
念
な
こ
と
に
、
上
記
の
記
録
類
に
残
さ
れ
た
詩
は
あ
く
ま
で
主
と
し
て
島
に
お
け

る
生
活
に
対
す
る
感
慨
を
主
題
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
風
景
を
詠
嘆
す
る
作
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、「
図
絵
」
の
直
接
的
な
傍
証
に
な
る
と
は
い
い

難
い
も
の
で
あ
る
も
の
の
、
巡
見
に
臨
ん
だ
人
々
が
日
々
の
感
興
を
漢
詩
に
寄
せ
、
あ

る
い
は
漢
詩
を
通
じ
て
交
流
を
図
っ
て
い
た
様
子
を
如
実
に
物
語
る
資
料
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

③　

島
内
で
の
制
作―

和
歌
や
俳
諧
の
場
合

　

ま
た
、
島
内
で
詠
ま
れ
た
の
は
漢
詩
だ
け
で
は
な
い
。
服
部
帰
一
が
『
南
島
航
海
日

記
』
の
中
に
し
た
た
め
る
の
は
和
歌
で
あ
る
。
上
陸
直
後
の
十
二
月
二
十
二
日
、
鶯
の

声
を
聞
い
て
「
君
が
代
の
春
を
迎
ふ
る
心
に
や　

冬
の
う
ち
な
が
ら
鶯
の
啼
」
と
詠
む

な
ど
、
島
に
お
け
る
感
慨
を
和
歌
に
託
し
て
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
阿
部
檪

斎
は
先
述
の
と
お
り
依
頼
に
応
じ
て
漢
詩
を
詠
み
、
か
つ
聯
句
に
参
加
し
て
い
た
が
、

そ
の
一
方
で
自
発
的
に
詠
み
、「
楽
木
」
の
号
と
と
も
に
『
豆
嶼
行
記
』
に
書
き
付
け

る
の
は
俳
句
で
あ
る
。
例
え
ば
文
久
三
年
の
正
月
元
日
の
項
に
は
「
鶏
が
な
く　

東
も

同
じ　

初
日
出
」
を
始
め
と
す
る
三
句
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
小
笠
原
島
を
イ
メ
ー
ジ
ソ
ー
ス
と
し
て
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
詩
が
詠

ま
れ
て
い
た
と
い
う
点
が
確
認
で
き
た
。
と
す
れ
ば
「
小
笠
原
島
図
絵
」
制
作
に
際
し

て
小
花
作
之
助
が
な
ぜ
あ
え
て
漢
詩
を
選
択
し
た
の
か
、
と
い
う
点
が
問
題
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
漢
詩
が
ま
さ
に
小
花
の
得
意
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
最
も
大
き

い
要
因
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
既
に
定
着
し
て
い
た
、
実
景
を
描
く
図
に
漢
詩
を
添
え

る
と
い
う
「
風
景
趣
味
」
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
も
十
分
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。

と
も
あ
れ
こ
こ
に
は
、
巡
見
の
後
も
島
に
長
期
に
わ
た
っ
て
逗
留
し
た
人
々
が
、
領
土

問
題
か
ら
は
い
っ
た
ん
離
れ
、
実
景
図
と
漢
詩
と
い
う
、
良
い
意
味
で
補
完
し
あ
う
手

段
を
用
い
て
、
風
景
体
験
を
始
め
と
す
る
同
地
で
の
様
々
な
体
験
か
ら
得
ら
れ
た
感
興

を
表
現
し
て
楽
し
む
、
い
わ
ば
自
娯
の
精
神
が
生
み
出
し
た
産
物
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

（
２
）　

『
紀
事
』
所
収
本
に
お
け
る
再
構
成

前
節
に
お
い
て
、「
図
絵
」
が
江
戸
期
風
景
趣
味
の
系
譜
に
属
す
る
作
品
と
し
て
、

漢
詩
と
実
景
図
の
両
側
面
か
ら
島
の
景
観
を
興
趣
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
対
す
る
に
、
こ
の
「
図
絵
」
と
「
真
景
図
」
の
両
方
を
参
照
し
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描
か
れ
た
幕
末
の
小
笠
原

た
『
紀
事
』
所
収
本
は
、
ま
た
別
の
編
集
意
図
を
も
っ
て
両
作
品
の
実
景
図
の
再
構
成

を
試
み
て
い
る
。

第
一
章
に
お
い
て
考
察
を
試
み
た
上
記
三
種
の
資
料
の
関
係
は
、
表
４
に
ま
と
め
た

通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
再
構
成
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
先
立
ち
、
こ
の
三
者
の

関
係
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
全
て
の
資
料
に
共
通
す
る
図
の
総
数
は
十
五
図
と
な
り
、
そ
の
う
ち
「
洋
中

風
波
之
図
」
に
「
補
」
が
付
さ
れ
る
以
外
は
図
中
に
「
補
」
の
字
は
見
え
な
い
。
そ
の

多
く
が
耕
地
図
や
港
の
景
で
あ
る
こ
れ
ら
の
図
は
、
ま
さ
に
首
巻
凡
例
に
あ
っ
た
「
相

議
リ
テ
全
島
ノ
真
景
図
ヲ
製
リ
」
を
具
体
的
に
示
す
例
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、「
図
絵
」
お
よ
び
「
真
景
図
」
に
は
、
測
量
図
・
航
路
図
以
外
で
『
小
笠
原

島
紀
事
』
所
収
本
に
採
録
さ
れ
な
い
図
も
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
て
い
る
。
実
景
を
描
く
図

に
限
っ
て
見
る
と
、
ま
ず
「
図
絵
」
で
は
「
父
島
之
内　

宮
の
浜
坤
の
方
山
上
よ
り
観

望
」
お
よ
び
「
母
島
の
内　

沖
村
港　

外
国
人
居
住
の
地　

正
面
南
に
向
ふ
」
の
二
図

で
あ
る
。

一
方
「
真
景
図
」
所
収
図
の
う
ち
『
紀
事
』
所
収
本
に
採
録
さ
れ
な
い
実
景
図
は
「
図

絵
」
の
例
よ
り
も
多
く
、「
父
島
南
辺
遥
望
之
図
」「
大
村
之
図
」「
北
袋
澤
岬
反
顧
野

羊
島
図
」「
時
雨
滝
之
図
」（
以
上
「
乾
」
冊
）「
母
島
ヨ
リ
母
島
西
北
邉
ヲ
見
図
」「
海

上
望
母
島
北
邉
図
」「
母
島
乳
房
山
劔
先
山
等
雲
中
ニ
隠
現
す
る
図
」（
以
上
「
坤
」
冊
）

の
全
七
図
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
の
図
は
、
原
本
と
再
校
本
を
そ
れ
ほ
ど
違
わ
な
い
も
の

と
し
て
捉
え
て
い
た
『
小
笠
原
島
紀
事
』
写
本
作
成
者
が
、
不
必
要
で
あ
る
と
し
て
意

識
的
に
省
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、「
大
村
之
図
」
や
「
母
島
乳
房
山
劔
先
山
等
雲
中

ニ
隠
現
す
る
図
」（
図
７
）
な
ど
は
図
学
の
影
響
を
色
濃
く
感
じ
さ
せ
る
図
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
明
治
に
入
っ
て
あ
ら
た
に
加
え
ら
れ
た
図
で
あ
る
可
能
性
も
存
在
す
る
こ
と

を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

上
記
の
関
連
を
踏
ま
え
、『
紀
事
』
所
収
本
に
お
け
る
編
集
意
図
の
問
題
に
入
り
た

い
。
第
一
に
指
摘
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、『
紀
事
』
所
収
本
の
基
本
構
成
は
「
図
絵
」

所
収
図
の
配
列
を
原
則
踏
襲
し
、
巻
十
九
（
父
島
）
お
よ
び
巻
二
十
（
母
島
）
の
そ
れ

ぞ
れ
巻
末
に
「
真
景
図
」
所
収
図
を
ま
と
め
て
「
補
」
字
を
付
し
て
配
置
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
数
か
所
に
わ
た
り
「
真
景
図
」
所
収
図
の
挿
入
が
見
ら

れ
る
ほ
か
、「
図
絵
」
所
収
図
を
欠
く
箇
所
も
存
在
し
、
そ
こ
に
『
紀
事
』
所
収
本
作

成
者
の
編
集
意
図
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
「
巻
十
九
」
の
検
討
か
ら
始
め
た
い
。「
図
絵
」
冒
頭
の
測
量
図
が
省
か
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、
そ
れ
に
続
く
「
父
島　

二
月
十
日
朝
…
」
の
前

に
、「
洋
中
風
波
之
図
」
を
始
め
と
す
る
「
真
景
図
」
所
収
の
航
海
中
の
様
子
を
描
く

図
を
計
三
図
、「
兄
島
見
返
山
よ
り
父
島
を
見
た
る
の
図
」
の
後
に
は
「
真
景
図
」
所

収
、
入
港
の
情
景
で
あ
る
「
父
島
港
内
着
船
筒
払
之
図
」
を
そ
れ
ぞ
れ
挿
入
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
一
連
の
措
置
は
、「
図
絵
」
未
収
録
の
、
航
海
中
お
よ
び
入
港
の
情
景
を
冒

頭
に
示
す
こ
と
に
よ
り
、
航
海
の
苦
難
を
表
現
す
る
と
同
時
に
、
巡
見
の
偉
業
を
よ
り

ア
ピ
ー
ル
す
る
意
図
を

も
っ
て
な
さ
れ
た
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。

さ
ら
に
「
図
絵
」
は

こ
の
後
「
文
久
二
壬
戌

夏　

父
島
扇
ヶ
浦
仮
御

役
所
并
役
〃
控
所
等

之
図
」
以
下
、
島
内

の
実
景
を
描
く
図
に
入

る
が
、『
紀
事
』
所
収

本
で
は
そ
の
前
に
「
真

景
図
」
所
収
「
父
島
二

見
港
図
」
が
挿
入
さ
れ

る
。
島
内
の
実
景
を

図７　 「小笠原島真景図」より母島の内　「母島乳房山
劔先山等雲中に隠現する図」

　　　国立国会図書館
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描
く
図
の
冒
頭
に
こ
の
図
を
置
く
構
成
は
、「
真
景
図
」
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

日
の
丸
が
掲
げ
ら
れ
た
旭
山
を
画
面
左
に
配
し
、
港
を
眺
望
す
る
視
点
で
描
か
れ
た

こ
の
図
が
、
日
の
丸
と
い
う
具
体
的
な
モ
チ
ー
フ
と
、
眺
望
す
る
と
い
う
、
所
有
や
支

配
を
表
現
す
る
視
点
の
両
方
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
同
島
の
日
本
領
有
を
イ
メ
ー
ジ
に

よ
っ
て
意
図
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
済
で
あ
る
）
13
（

。「
図
絵
」
が
他
の
一
行

が
帰
国
し
た
後
の
、
作
之
助
以
下
残
留
役
人
た
ち
の
偉
業
を
記
録
す
る
か
の
よ
う
に
、

開
拓
民
と
と
も
に
過
ご
し
た
島
に
お
け
る
日
々
を
象
徴
す
る
役
所
の
図
を
冒
頭
に
配
す

る
の
に
対
し
、
島
の
日
本
帰
属
を
象
徴
す
る
二
見
港
の
図
を
「
真
景
図
」
に
倣
っ
て
冒

頭
に
配
置
し
た
『
紀
事
』
所
収
本
作
成
者
の
行
為
は
、
か
つ
て
指
摘
し
た
通
り
の
本
図

の
重
要
性
を
裏
付
け
る
と
と
も
に
、
作
成
者
の
意
図
が
「
真
景
図
」
に
よ
り
近
い
も
の

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

他
の
上
陸
後
の
実
景
図
に
つ
い
て
「
補
」
と
あ
る
図
の
う
ち
挿
入
さ
れ
る
の
は
、「
父

島　

野
羊
嶋
南
望
母
島
図
」「
父
嶋
宮
ノ
浜
図
」「
其
二　

海
岸
暁
景
」
で
あ
る
。
こ
こ

で
注
目
す
べ
き
は
、「
父
嶋
宮
ノ
浜
図
」
で
あ
る
。
先
に
「
図
絵
」
所
収
「
父
島
の
内

宮
の
浜
坤
の
方
山
上
よ
り
観
望
」
が
『
紀
事
』
所
収
本
に
見
え
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た

が
、
ま
さ
に
こ
の
図
と
差
し
替
え
に
な
る
形
で
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
宮
ノ
浜

は
延
宝
三
年
〈
一
六
七
五
〉
島
谷
市
左
衛
門
に
よ
る
同
島
調
査
の
際
、
祠
を
建
て
た
と

報
告
さ
れ
た
場
所
で
あ
り
、
領
有
の
根
拠
と
な
る
最
重
要
地
域
で
あ
っ
た
）
14
（

。
こ
の
地
を

正
面
か
ら
描
く
「
父
嶋
宮
ノ
浜
図
」
を
あ
え
て
挿
入
し
て
い
る
点
、「
図
絵
」
で
は
図

中
に
強
調
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
領
有
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
補
強
す
る
演
出
意
図
が
こ
こ

に
も
働
い
て
い
た
可
能
性
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
巻
二
十
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
注
目
す
べ
き
は
、『
紀
事
』
所

収
本
は
母
島
内
の
実
景
図
を
描
く
冒
頭
の
配
列
を
変
更
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
「
図
絵
」
は
「
沖
村
お
ひ
て
夷
女
舞
躍
の
図
」「
母
島
沖
村
マ
ツ
レ
シ
持
畑
地
の
図
」

「
母
島
の
内
沖
村
港
」
の
順
に
配
列
す
る
の
に
対
し
、『
紀
事
』
所
収
本
は
冒
頭
に
「
真

景
図
」
所
収
の
「
母
島
沖
村
港
之
図
」
を
挿
入
、「
母
島
沖
村
マ
ツ
レ
シ
持
畑
地
の
図
」

「
沖
村
お
ひ
て
夷
女
舞
躍
の
図
」
と
し
て
、「
図
絵
」
所
収
の
「
母
島
の
内
沖
村
港
」
を

除
い
て
い
る
。
こ
の
改
変
は
、
父
島
同
様
、
ま
ず
上
陸
地
で
あ
る
沖
村
港
を
冒
頭
に
据

え
る
こ
と
を
重
視
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
差
し
替
え
の
理
由
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な

い
が
、
あ
え
て
推
測
す
る
な
ら
ば
「
真
景
図
」
に
は
父
島
に
戻
る
咸
臨
丸
の
姿
が
描
か

れ
る
た
め
、
冒
頭
に
お
け
る
一
連
の
図
と
同
様
に
、
巡
見
に
お
け
る
同
船
の
動
向
を
よ

り
効
果
的
に
示
す
図
と
見
な
さ
れ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
見
て
き
た
通
り
、「
図
絵
」
の
内
容
を
「
真
景
図
」
が
補
足
す
る
形
で
制
作
さ

れ
た
と
推
察
さ
れ
る
『
紀
事
』
所
収
本
の
構
成
に
は
、
随
所
に
意
図
的
な
演
出
が
施
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
意
図
は
、
巡
見
終
了
後
の
滞
在
期
間
も
含
む
島
に
お
け
る
観
察
の
成

果
を
淡
々
と
ま
と
め
た
「
図
絵
」
に
は
見
ら
れ
な
い
、
巡
見
の
偉
業
、
同
島
の
日
本
帰

属
を
象
徴
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
強
く
打
ち
出
す
こ
と
に
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
考
察
を
通
じ
て
、
幕
末
期
小
笠
原
探
検
を
契
機
と
し
て
作
成
さ
れ
た
実
景
図

の
成
立
経
緯
、
お
よ
び
そ
の
実
景
表
現
の
特
質
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
新
た
な
知
見

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
「
図
絵
」「
真
景
図
」
お
よ
び
『
紀
事
』
所
収
本

を
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
巡
見
を
通
じ
て
制
作
さ
れ
た
実
景
図
は
、「
図
絵
」
と
「
真

景
図
」
と
そ
れ
ぞ
れ
同
一
系
譜
に
属
す
る
二
本
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
う
ち
前
者
は
小

花
作
之
助
と
宮
本
元
道
が
巡
見
中
に
共
同
で
制
作
し
た
「
原
本
」、
後
者
は
帰
島
後
に

元
道
が
潤
色
を
加
え
た
い
わ
ば
「
再
校
本
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
も
の
に
由
来
す
る
こ

と
を
そ
れ
ぞ
れ
実
証
し
た
。
ま
た
、
実
景
図
に
漢
詩
を
伴
う
「
図
絵
」
が
、
江
戸
期
の

風
景
趣
味
の
流
行
の
系
譜
に
属
す
る
作
品
と
も
見
做
し
う
る
こ
と
、
明
治
初
期
に
編
ま

れ
た
『
紀
事
』
所
収
本
に
お
い
て
は
「
図
絵
」
に
「
真
景
図
」
諸
図
を
補
う
形
で
行
わ

れ
た
編
集
作
業
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
特
色
よ
り
も
、「
真
景
図
」
に
顕
著
な
、
島
の
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描
か
れ
た
幕
末
の
小
笠
原

日
本
領
有
を
強
調
す
る
表
現
を
優
先
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。

今
後
は
「
風
景
趣
味
」
か
ら
「
領
有
の
イ
メ
ー
ジ
の
強
調
」
と
い
う
、
風
景
を
捉
え

る
際
の
い
わ
ば
路
線
変
更
が
、
明
治
に
お
け
る
新
た
な
政
治
の
動
き
と
い
か
な
る
関
連

を
有
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
視
点
を
明
治
以
降
に
移
し
、
近
代
以
降
の
同
島
を
描
く

実
景
図
の
発
掘
・
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。

註１ 

「
「
小
笠
原
島
真
景
図
」
を
め
ぐ
っ
て―

実
景
表
現
に
反
映
さ
れ
た
幕
末
維
新
期
小
笠
原

島
政
策
の
一
様
相―

」（
『
人
間
文
化
論
叢
』
第
６
巻
、
平
成
十
六
年
）。

２ 

註
１
拙
稿
八―

二
頁
。

３ 

磯
野
直
秀
「
小
笠
原
島
真
景
図
」
解
説
（
国
立
国
会
図
書
館
電
子
図
書
館
、
同
資
料
の

項
）。

４ 

東
京
都
教
育
庁
生
涯
学
習
文
化
課
編
・
発
行
『
小
花
作
助
関
係
資
料
調
査
報
告
』（
平

成
四
年
）。

５ 

『
小
笠
原
嶋
図
絵　

附
録
一
巻
』（
小
笠
原
島
教
育
委
員
会
、
平
成
二
一
年
）

６ 

「
壬
戌
五
月
二
廿
六
日　

一
番
丸
に
て
母
島
渡
海
之
時
港
よ
り
西
海
上
十
里
餘
之
眺
望

之
図　

久
之
写
」「
壬
戌
六
月
十
三
日　

南
島
よ
り
北
島
に
帰
り
し
時
西
に
七
理
程
沖

よ
り
眺
望
之
図　

久
之
写
」

７ 

「
久
之
」
の
名
に
つ
い
て
は
、
文
久
二
年
八
月
二
十
七
日
か
ら
文
久
三
年
五
月
一
日
ま

で
島
に
滞
在
し
た
本
草
学
者
、
阿
部
檪
斎
の
調
査
記
録
『
南
嶼
産
物
志
』
の
註
記
に
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。（
平
野
満
『
文
久
年
間
の
小
笠
原
島
開
拓
事
業
と
本
草
学
者

た
ち―

小
野
苓
庵
（
職
慤
）・
宮
本
元
道
・
井
口
栄
春
・
栗
田
万
次
郎
・
阿
部
櫟
斎―
』
）

（
『
参
考
書
誌
研
究
』
四
九
、
平
成
一
〇
年
）
三
四
頁
。

８ 

註
１
拙
稿
八―

一
頁
。

９ 

檪
斎
の
詩
作
に
つ
い
て
は
、
平
野
満
『
幕
末
の
本
草
学
者
阿
部
檪
斎
の
年
譜
』（
『
参
考

書
誌
研
究
』
五
六
、
平
成
一
四
年
）
参
照
。

10 

江
戸
後
期
に
お
け
る
実
景
図
と
風
景
趣
味
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
江
戸
期
実
景

図
の
研
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
平
成
二
五
年
）
第
四
章
「
実
景
図
」
と
同
時
代

思
潮
と
の
関
わ
り
」
第
二
節
「
「
名
勝
」
の
探
究―

「
風
景
趣
味
」
と
実
景
図―

」（
二
三
六

―

二
六
九
頁
）
参
照
。

11 

『
出
放
題
集
』
第
二
丁
表
所
収
。

12 

同
右
書
第
二
丁
裏
所
収
。

13 

註
１
拙
稿
八―

三
〜
四
頁
、「
２　

港
と
祠―

領
有
の
根
拠
」
参
照
。

14 

同
右
。

【
図
版
出
典
】

図
３
〜
６　

『
小
笠
原
嶋
図
絵　

附
録
一
巻
』（
小
笠
原
島
教
育
委
員
会
、
平
成
二
一
年
）

付
記本

稿
の
執
筆
は
平
成
二
六
年
七
月
、
小
笠
原
村
の
依
頼
に
よ
る
講
演
（
於
小
笠
原
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
）
お
よ
び
滞
在
中
の
調
査
・
視
察
を
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
来
島
の

機
会
を
授
け
て
下
さ
っ
た
小
笠
原
村
な
ら
び
に
「
咸
臨
丸
子
孫
の
会
」、
調
査
・
視
察
に
御

尽
力
頂
い
た
小
笠
原
村
役
場
島
田
絹
子
氏
・
大
津
源
氏
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。


